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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　皆様には，日頃より青森県の林木育種事業に対し，ご
指導，ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　本県の林木育種は，戦中，戦後の木材需要に対応した
大規模な森林伐採による荒廃した山林の整備に供給す
る苗木生産を目的に，１９４８年，設置された『県営樹苗養
成所』がその始まりです。その後，機構改革により１９７０
年『青森県林木育種場』，１９７７年『林業試験場十和田支場』，
１９９９年『林業試験場十和田ほ場』に改組されましたが，
この６０年間，一貫して育種事業を展開してきました。
　さらに，２００９年４月からは，県の農林水産分野と工業
分野の試験研究機関が一つに統合され，『地方独立行政法
人青森県産業技術センター』が設立され，当場もその一
組織を担うことになります。現在，独法の業務運営目標
は作成中でありますが，これまでの育種事業の状況と，
これからの方向について，この機会に簡単に紹介させて
頂きます。
　当場の最も重要な林木育種事業の一つとして，苗木生
産事業者に対する育種種子の生産・配布が挙げられます。
現在のところ，スギ，アカマツ，クロマツの３樹種につ
いては，造林面積の減少に伴い，種子の配布量も漸減し
ていますが（表），その内訳は全て育種種子が配布され，
県内の山林用苗木として生産されています。

　このうちスギは，２００１年から育種目標を成長に設定し
たミニチュア採種園を整備し，既存型採種園産種子から
２００５年に全量切り替えて配布しています。当初，種子が
小さく養苗について，事業者から心配の声もありました
が，現在は問題なく健苗が育成されています。また，こ
れからの生産になりますが２００６年には育種目標を成長
と寒害に設定した採種園を造成しています。さらに今後
は，育成中であるスギ花粉症対策品種（無花粉スギ）を
組み入れた形での採種園の更新を計画しています。

　一方，アカマツ，ク
ロマツは１９６０年代に
整備した採種園から
生産した育種種子（育
種目標：成長）を配布
しています。現在，東
北地方で猛威を振
るっている松くい虫
被害は，県内では未発

生であるものの，媒介昆虫であるマツノマダラカミキリ
は捕獲されており，交雑育種による抵抗性家系の育成を
進めています。現在，本県産クロマツ精英樹と西日本産
抵抗性マツとの交配苗について接種検定と海岸適応性
の調査を行なっています。これまでの結果から，抵抗性
を備えながら県内の植栽に期待が持てる組み合わせも
見つかってきており，今後も着実にそして速やかに研究
を進めていきたいと考えております。

　さらに本県には，ヒ
バという特に重要な
造林樹種があります。
２００８年度の民有林の
造林実績ではスギを
抜き第一位になりま
した。これまでヒバ
は，林業種苗法の適用
外樹種であったこと
から育種分野では立
ち遅れていましたが，

２００３年に造成を開始したヒバ精英樹ミニチュア採種園
から，２００９年には初の育種種子生産（５㎏）が見込まれて
おります。事業者の希望量には，まだ及びませんが，順
次増産する予定になっています。今後の展開としては，
２００３〜０５年に東北森林管理局，東北育種場とともに選抜
したヒバ精英樹（優良樹から２００８年２月精英樹に追加登
録）を増殖中であり，精英樹の産地別採種園の造成を計
画しております。
　最後に，今後ますます多様化とスピード化が求められ
る林木育種事業に対応するため，東北育種場を始め，東
北育種基本区の関係機関の皆様に，更なるご指導とご協
力をお願い申し上げるとともに，併せて本年の皆様のご
多幸をお祈り申し上げます。

青森県の林木育種の現状と今後の方向

ISSN  1882−5893

２００９年種子生産のヒバミニチュア採種園
表　種子の配布実績

単位：kg

Ｈ１９Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１６Ｈ１５樹　種
４１.７４３.７３５.３４３.５５１.０ス　　ギ
１０.６ ８.６ ２.６ ０.５ １.４アカマツ
１０.０ ４.０ ３.８ ６.８ ９.０クロマツ

スギミニチュア採種園
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【林業の現場から】

遠野のカラマツとグルーラム

協同組合遠野グルーラム　参事　菊池　和文

１　遠野のカラマツのあゆみ
　岩手県遠野市は，北上山地の中核盆地で豊富な森林
資源に恵まれています。そのなかでは特にカラマツの
占める割合が大きく，国有林民有林合わせて約27,000 
haの造林地があります。
　岩手県内でのカラマツ造林は，明治時代に始まり，

その後，昭和３０年代
から戦後の林地復旧
のため盛んに行なわ
れました。遠野でカ
ラマツ造林が広まっ
たのは，釜石鉱山（現
新日鉄釜石）の坑木
の需要があったから
です。強くて成長の
早いカラマツは，坑

木としての必要条件を備えていました。その後，鉄鉱
石の輸入によって釜石鉱山での採掘がなくなり，それ
に伴ってカラマツの需要も衰退し，造林も少なくなり
ました。しかし，最近では木材加工技術の進歩によっ
てカラマツの強度を生かした集成材による建築物への
用途が広まっています。

２　グルーラムとは
　遠野グルーラムの「グルーラム＝Glulam」とは，構
造用集成材という意味です。遠野グルーラムは，１９９４年
に遠野地域木材総合供給モデル基地（通称：遠野木工
団地）の中にある遠野のカラマツを産業に生かそうと
造成された集成材生産工場です。
　遠野グルーラムは，設計者や工務店が主体となり協
同組合として発足しました。その時代の建築物を設計
者が思い描いたデザインを地元産カラマツ集成材に
よって実現させようというのが設立の目的となってい
ます。ただし，同一規格の建築物を量産するのではな
いので商業ベースに乗りにくいのが難点です。
　ここで作られる集成材は，大断面集成材（表参照）
と呼ばれ，学校や体育館など大型公共建築物に使われ

る特殊な用途になり，全国でも数社くらいしかないの
が現状です。
　岩手県内の集成材工場は，主に小・中断面集成材を
生産していますが，遠野グルーラムでは県内の集成材
工場と競合を避けるため大断面集成材の生産に特化し
ています。

３　カラマツ大断面集成材の特徴
　カラマツ集成材について「集成材は木で作るので鉄
筋コンクリートに比べて燃えるじゃないか」とよく言
われます。しかし，大断面になるにしたがって集成材
は燃えにくくなることがいろいろな試験から証明され
ています。また，建築後の耐久性でも集成材建築物は

その期待に答えられる
と考えます。実際にコ
ンクリートの校舎でも
５０年間持つものはそう
多くはありません。特
に鉄筋コンクリートは
解体するとき大量のエ
ネルギー使用しながら
鉄筋とコンクリートを
分け，その廃材を再利

用するのにまた多くのコストが伴います。一方，集成
材はそのまま再利用することも可能ですし，燃料や
チップなど次の材料として活用できます。コンクリー
ト建築物と木造建築物の建築費，ランニングコスト，
解体費用，減価償却などのトータルライフサイクルコ
ストを比較すると木造建築物のコストは鉄筋コンク
リート造と同程度若しくはそれ以下となります。
　しかし，一般的に初期の建築費（イニシャルコスト）
だけで，鉄筋コンクリートや鉄骨造の方がよいとの判
断もあり，トータルライフサイクルコストを説明して
も「鉄筋コンクリートでないとだめ」ということになっ
てしまうのが現状です。集成材を使った大型建築物の
良さが一般に理解されずに鉄筋コンクリートや鉄骨よ
りも下位に見られているのは残念に思います。

４　カラマツ産地について
　遠野グルーラムでは，集成材の原材料となるラミナ
（挽き板）は，遠野市を主体に仕入れています。この
ほかにラミナの安定確保のため岩手県北の製材所や北
海道からも仕入れて，年間約２,０００㎥の構造用集成材を
生産しています。
　これまでの調査結果から地域ごとのラミナには強度

表　日本農林規格による構造用集成材の規格

集 成 材 の 区 分種類

断面の短辺：１５cm以上，断面積：３００c㎡以上大断面

断面の短辺：７.５cm以上，長辺が１５㎝ 以上で大断面
集成材以外をいう

中断面

断面の短辺：７.５cm未満または長辺が１５㎝ 未満小断面

遠野市内のカラマツ民有林

カラマツ集成材による建造物
遠野市立青笹小学校
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の強度に違いがあることがわかっています。この理由
は良くわかりませんが，生産の過程でラミナの全数を
行なう材料選別結果から３０〜４０年生くらいのカラマツ
であれば県産材の強度が高く，もう一回り大きくなる
と北海道産材の強度が高いという傾向があります。

５　とても大事な材料選別
　集成材の材料となる
ラミナは，製材所から
仕入れます。１２０ mm
幅の製品を作るのに
１３５ mm幅の材料を購
入します。日本農林規
格（JAS）に従い，ラ
ミナ全数の選別作業を
行なっていますが，測
定項目は，含水率と強

度の目安となるヤング率です。

 １ 含水率
　含水率は，ラミナ製造時に乾燥が不十分だと集成材
の生産過程で強度低下や反り，割れを生じることがあ
りますので基準となる１４％以下か否か検査します。

 ２ 強度（ヤング率）
　現在，生産している構造用集成材は，異等級対称構
成集成材といって部材の中心から外側に向かって強度
の高いラミナを配置しています。日本農林規格では集
成材の強度等級は，異等級の場合E１０５−F３００やE１２０−
F３３０などと定められ，国土交通省の告示では，強度等
級別に圧縮や引張り強度のほか曲げ強度などが規定さ
れています｡そしてこの強度を維持するのに最外層は
大事なチェック項目となります。全数調査の結果から
ラミナの強度ごとに選別し再配置して接着を行なって
います。
　※構造用集成材の強度性能は，JAS規格によって曲
げヤング係数（たわみにくさの指標：記号E）と曲
げ強さ（破壊時の最大曲げ応力：記号F）によって
表示されています。

６　カラマツ集成材の条件
　カラマツ集成材は，
強度の高いことが第一
条件となります。ラミ
ナの強度が低いと集成
材は部材断面を大きく
して生産しなければな
りません。そうなると
材積が増加するため建
物の容積が少なくなり
ます。それを避けるた

め設計者からは，もっと強度の高い集成材を！と要請
されます。その強度に応えることができない場合は，
強度の高い樹種としてダフリカカラマツなど外材を

使って集成材を作らざるを得ないことになります。し
かし，これは遠野のカラマツを活かすという遠野グ
ルーラム本来の設立趣旨と異なることになります｡

７　カラマツ材の生産について
　国産材で比較的ヤン
グ率の高い材はカラマ
ツですが，最近はヤン
グ率の高いものが減っ
ている傾向がありま
す。以前はヤング率が
高いE１２０の製品も製造
することが出来ました
が，最近はE１０５を維持
するのがやっとの状態

です。以前は高齢のカラマツ大径材からの製材された
ラミナが多くありましたが，最近は高齢林分からの材
が少なくなってきたのが原因かもしれません。ラミナ
の幅１０５mmなら，材の直径１８０〜２００mmで大丈夫です
が１６５〜１８０mmの製品となると材の直径２００〜３００mm
が必要になります。したがって､カラマツ集成材は間伐
材ではなく大径材で強度が確保されていると言えま
す。

８　カラマツ林業政策について
　遠野のカラマツを地域起こしの一環としてとらえ，
集成材を安定的に生産し，公共事業に活用するという
ことでこの遠野グルーラムを運営しています。しかし，
現状は個人の山主さんが点在し，立木が売れる場合だ
け伐採が行なわれ，伐採跡地も再造林しない場合も多
く見られます。カラマツ林業は，輪伐期のように計画
的な造林と伐採を行なうことにより，地元の林業と私
たちのような産業が成り立つことになります。この問
題は，山主さん個人で解決は難しいこともありますの
で，国がきちんとした林業政策を掲げて，林業が産業
として成り立つようにしてもらいたいと感じています。

９　林木育種への要望
　カラマツ集成材からみた材の理想を言えばヤング率
が高くて繊維傾斜の少ない（ねじれない）ものという
ことになりますが，カラマツは繊維傾斜の大きいもの
はヤング率が高いことがわかっています。欠点となっ
ているたわみ・割れなどの問題は現在，加工や接着技
術を駆使した集成材が生産可能になっています。した
がってヤング率の高いカラマツ品種の開発をお願いし
たいと考えています。また，集成材の生産には材の安
定的供給が不可欠なので山で蓄積の大きいカラマツの
開発も必要と思います。もちろん強度が高いことが条
件ですが。ほかの集成材工場でも同じ要望だと思いま
す。
　遠野のカラマツを使ってより良い品質の集成材を安
定的に供給し，地域産業振興にも貢献することが遠野
グルーラムの果たす使命と考えています。

ラミナの材質を全数調査する
グレーディングマシン

大断面集成材の生産過程

集成材で作られた遠野市
青笹小学校屋内プール
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秋田県における優良広葉樹の選抜及び山地植栽試験について

秋田県農林水産技術センター　森林技術センター　須田　邦裕

【育種トピックス】

１　はじめに
　これまでの本県林業は，長年にわたり生産力に優
れたスギ資源を中心に整備が進められてきました。
しかし，森林の持つ公益的機能を充分に発揮させる
ためには，広葉樹とのバランスのとれた森づくりが
不可欠であり，本県の気候に適応した広葉樹種苗の
供給が望まれています。そこで本県の森林整備に適
した広葉樹優良品種の育成を図るため，県内に生育
するケヤキ，ブナ，クリ，イヌエンジュを対象に優
良形質候補木を選抜し，それらの種子から育成した
実生苗を山地植栽して，植栽後の成長阻害要因や保
育管理方法について検討しました。

２　材料と方法
 １ 候補木の選抜
　対象樹種はケヤキ，ブナ，クリ，イヌエンジュの
４樹種で，いずれも郷土樹種であり，市場での材価
は高値で安定し，フローリングや床柱の材料，家具
や建築材として広く利用されています。イヌエン
ジュは，木工用として短伐期で収穫でき，クリ（中
伐期）とケヤキ（長伐期）は，代替材が輸入外材に
なく，ブナ（長伐期）は最も耐雪性が高いなどの特
徴などがあります。

　候補木の選抜は①大径木で枝下高が高く通直・完
満なもの，②成長が旺盛でかつ持続的なもの，③病
害虫に強いなどを基準として県内全域を対象に探索
を行いました。その結果，平成１９年度までに優良形
質候補木として，樹種ごとに２２系統，合計８８系統の
選抜を行いました（写真−１）。

 ２ 山地植栽実験林の造成
　平成１５年度には各選抜木から種子を採種し，その
後実生苗を育成して山地植栽地の造成及び植栽を行
なっています。現在までにケヤキ３２０本，ブナ３１本，ク
リ２０４本，イヌエンジュ３８本の計５９３本の植栽を行っ
ています。植栽は，大仙市協和稲沢字春木場沢の県
有林で，面積は縦１００m×横１４０mの１.４ha，斜面下部
は約１０° の緩斜面であるものの中腹から尾根筋まで
は２０〜３０° の斜面となっています。苗木は，夏場の刈
払いによる誤伐を防ぐ目的で，通常の約２倍の１.５m
以上のものを植栽しました。
　次に，ノウサギによる冬期間の植栽木への集中的
な摂食被害を避けるため，刈り払いは全面刈りでは
なく植栽木周りの坪刈りとしました。実際の植栽木
間隔を図−１に示します。１ブロックあたりの間隔
を狭くすることで上長成長を促すことを目的に１.８m
間隔の４本巣植え，ブロック間隔を３.６mとしました。

 

図−１　坪刈り範囲と植栽間隔

植栽木

3.6m 

1.8ｍ 1ブロッ ク 

坪刈り範囲 

写真−１　広葉樹優良形質候補木
クリ（秋田（鳥海）１０）
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３　結果と考察
 １ 成長及び雪害
　平成１５年に植栽した２８０本のケヤキについて植栽
後５ヵ年の樹高平均と各年度累積積雪量合計を図−
２に示します。

　平成１５年の植栽時に平均樹高が１.５m以上あり，平
成１６，１７年は順調な成長がみられました。しかし，
平成１７年の冬期間に例年の１.６倍程の積雪に見舞わ
れ，主軸折れや二股に裂ける被害が見られました。
この対応として，１８年度に被害部位下で切除を行っ
たことにより，図−２に示すとおり樹高の測定値が
前年度よりも下回る結果となりました。

 ２ 各種被害の状況
　これまで当実験林における被害割合について図−
３に示します。

　健全木が４３.２％であり，目安とした５０％をやや下回
る結果となりました。この原因は平成１７年度の雪害
が２５.６％と全体の１／４を占め，この雪害に関連した
枝折れや倒伏が発生したことが大きく影響していま

す。またノウサギによる食害が全体の２１.２％に及びま
した。
　成長阻害の主たる要因が誤伐によるとの報告もあ
りますが，本調査では３.８％と少なく，坪刈りの効果
と推察されます。活着後２〜３年後でも乾燥による
枯損木がみられ，その枯損率は２.２％でした。

 ３ ノウサギ被害
　次にノウサギによる食害と積雪量の関係を図−４
に示します。

　平成１７年度の積雪により，翌年度調査時にはノウ
サギによる食害が少なく，また積雪量の少なかった
平成１６，１９年度調査時には食害が多く認められまし
た。これは多雪時に樹高近くまで埋雪したため被害
が減少し，少雪時には雪上露出期間が長くなり被害
が増大すると推察されます。また，坪刈りを実施し
たことで，餌量不足が解消され，枯損に至る甚大な
被害は見られませんでした。

４　おわりに
　材としての広葉樹はその特徴や特性を活かした加
工及び利用方法が開発され，製品化が行われていま
す。現在，流通している大径木のほとんどが国有林
の天然林から出たものであり，民有林からの出材は
非常に少ない状況です。広葉樹人工林の造成及び育
林技術は，歴史が浅く，事例も少ないのが現状です
が，広葉樹林は生態系の維持や保全に大きく貢献し，
生物多様性など森林の多面的な機能発揮に大いに役
立っており，さらに重要視されてくるものと思われ
ます。今後，実験林において，継続して生育調査を
行い，適切な保育管理方法を検討し，将来的に優良
な広葉樹の種子及び苗木の普及を図っていきたいと
思います。

図−４　ノウサギによる食害と積雪量
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１　研究の目的
　本課題は，開花・結実の周期性が失われた変異ク
ローンについて，比較ゲノム解析及び遺伝子多型解
析の手法を用いて豊凶の制御に関わる遺伝子変異を
同定し，ブナの周期的な開花・結実機構を明らかに
することと，本研究で得られた遺伝子多型解析の結
果から，選択圧がもたらす遺伝子変異や生理学的変
化を進化的観点から考察することにあります。

２　研究の背景
　ブナの開花・結実には豊凶の周期性があり，大豊
作の年は５〜７年毎に１度，平年はほとんど種子が
収穫できません。ブナの苗木の安定供給には豊凶の
正確な予測や種子の保存方法の確立が不可欠です
が，毎年枝を採集し冬芽や雌花序痕数から予測する
統計学的な豊凶予測の手法しかないのが現状です。
また，種子の保存方法は近年確立されつつあります
が，実用と言える段階ではありません。
　このため我々は，まず，ブナの花芽形成の仕組み
を知りたいと考えましたが，他の植物での近年の成
果に関わらず，ブナに関しては分子生物学的観点か
らは全く手がつけられていませんでした。
　２００６年になって，広葉樹であるポプラは発芽から
開花期までの数年間に花成誘導因子FT（Flowering 
Locus T）遺伝子の発現量が年々蓄積され，その蓄積
量がある一定の閾値を越えると花成が誘導される，と
いう仮説がScience誌に発表されました（図−１）（１）。

　さらに，シロイヌナズナやイネのFT相同遺伝子産
物にGFP蛍光タンパク質を融合させて，植物体内で
の移動を観察した実験から，FT遺伝子が花芽形成の
主要な因子であることが翌年に明らかにされました
（図−２）（２，３）。
　

　すなわち，双子葉植物の葉は，生物時計遺伝子に
よって日長を感じ取り，CO（Constans）遺伝子が誘
導されます。暖かくなり日が長くになるにつれて，
夕方にCO遺伝子産物が蓄積するようになります。そ
れに伴ってCOタンパク質によって直接転写される
FT遺伝子の転写産物のタンパク質分子が夜半に蓄
積されます。このFTタンパク質分子が，葉から茎頂
へ長距離移動し（移動の仕組みはまだ解明されてい
ません），茎頂で発現しているFDという別のタンパ
ク質分子と複合体を形成することによって，花成の
スイッチが入り，下流の花芽形成遺伝子群が動き始
めます。１９３７年に旧ソ連の植物学者チャイラヒャン
が提唱して以来，花を咲かせる「幻の開花ホルモン：
フロリゲン」の正体がついに明らかにされたわけで
す。
　しかし，実際には，日長の他に春化（温度）・構成
的（自律的）・栄養・ジベレリンによる花成誘導の経

ブナ花成変異系統の解析による
広葉樹開花・結実周期に関わる遺伝子の探索

東北育種場 育種課　大宮　泰徳

【育種トピックス】

図−１　ポプラFT遺伝子発現の経年蓄積
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図−２　花成誘導のしくみ
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路が複雑に絡み合い，数十以上の遺伝子群による花
芽形成の遺伝子ネットワークを形成しています。こ
れらの全容解明のためには全ゲノム情報の解明が不
可欠ですが，我々は，まずシロイヌナズナやイネ，
ポプラ等の情報をもとにFT遺伝子を中心として，FT
遺伝子の発現を正に制御するCO遺伝子，及びFT遺伝
子を負に制御するFLC遺伝子などに的を絞り，これ
ら遺伝子を順次単離し，それらの発現や機能を一つ
一つ明らかにすることから研究を始めました。

３　研究体制
　平成２０〜２２年度の３年間で計４,６８０千円の額です
が，「ブナ花成変異系統の解析による広葉樹開花・結
実周期の予測」という研究課題で，岩手大学寒冷バ
イオフロンティ研究センター，弘前大学遺伝子実験
施設，北海道大学造林学研究室との共同により，文
部科学省科学研究費補助金　基盤（C）を獲得するこ
とができました。最近は，さらに北大・創成科学共
同研究機構，北大・北方生物圏フィールド科学セン
ター，チューリヒ大学進化機能ゲノム学研究室と連
携し，フィールド試験を検討中です。

４　研究の進捗状況
　北海道大学がcDNAライブラリーを，弘前大学が
ゲノムライブラリーを保有しており，岩手大学をも
含めた共同作業によりFT，CO遺伝子を単離し，塩基
配列を決定しました。FT遺伝子の塩基配列は８６％が
ポプラと非常に似ていました。また，COに似た遺伝
子は４種類得られましたが，全ゲノム情報が明らか
となっている他の植物のCO相同遺伝子群との分子
系統解析からCOに相当する遺伝子をほぼ同定し，発
現の季節変動などの解析を進めています。
　さらに，当育種場内に，豊凶の周期性を失い，毎
年開花・結実する変異クローンがあることがわかり，
正常クローンとこの変異クローンについて，これら
花芽形成に関わる遺伝子の塩基配列を比較し，遺伝
子コード領域のアミノ酸変異やプロモーター領域の
塩基置換などの遺伝子多型を解析することによっ
て，豊凶が失われた原因となる遺伝子変異の探索を
進めています。

５　今後の展開
　遺伝子多型が見つかった場合，遺伝子全長をシロ
イヌナズナのCO，FT等の遺伝子欠損株で発現させ，
その機能（花成）の回復率を指標にさらに解析を進
める計画です。
　しかし，ブナから単離した遺伝子をシロイヌナズ
ナに導入した場合，１００％機能が回復できるとは限り
ません。ちょうどこれと並行して行なっている広葉

樹育種の課題の中で，冬期に採穂が困難なブナの増
殖保存の手法の一つとして，ブナの冬芽の組織培養
技術を確立すべく研究を進めてきました。冬芽を無
菌化し，現在まで試験管内で２年間維持できていま
す。これまでの結果から最近ようやく発根条件の手
がかりがつかめてきました（写真−１）。このような
組織培養による個体の増殖系が利用できるようにな
れば，これを材料として葉や茎などから植物体の再
分化条件を検討し，近い将来ブナの遺伝子組み換え
系を確立できないかともくろんでいます。ブナから
単離した遺伝子は，やはりブナに戻してやらなけれ
ばそれらの機能を完全に理解することは出来ないか
らです。　

　最後に，豊凶の原因遺伝子にたどり着かなかった
としても，本研究を通して，COからFT遺伝子への情
報の流れを軸としたブナの光周性花成制御経路とそ
の制御機構を解明することは次への大きなステップ
となるでしょう。
　紙面の都合で平易に解説できなかった部分も多々
あると思われます。ご質問等は下記メール宛にお問
い合わせください。素人なご質問，共同研究のお話
など，なんでも大歓迎です。

（yohmiya＠affrc. go. jp）
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（３） Tamaki S, Matsuo S, Wong HL, Yokoi S, 

Shimamoto K.（２００７）Hd３a protein is a mobile 
flowering signal in rice. Science ３１６ : １０３３-１０３６

写真−１　ブナ冬芽の組織培養
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東北育種基本区の育種事業の状況と今後の取り組み

東北育種場　連絡調整課　久慈　好夫

【育種トピックス】

　東北育種基本区（以下「基本区」という。）では，こ
れまで東北地方の地域的な条件に即して多くの育種成
果を上げていますが，今回，その中で重点的に行って
いる育種事業の取り組みについて紹介します。

１　精英樹選抜育種事業
１　精英樹選抜状況
　精英樹は，成長が特によく，通直，かつ病虫害のな
い優秀な個体が選ばれています。
　当基本区の精英樹の特徴として，人工林選抜の精英
樹のほかにスギ，アカマツ，ヒバ等で天然林からの選
抜精英樹が多く，重要な育種素材として活用されてい
ます。

２　推奨品種
　精英樹の中でも成長，材質，抵抗性などについて特
に優れており，東北地方の造林に適した品種を「推奨
品種」として，平成１０，１１年度に作成された精英樹特
性表からスギ３９品種，アカマツ１２品種を選定しました。
この推奨品種は採種（穂）園の造成時には，中心的な
品種として導入されており，基本区各機関では優良種
苗の生産に活用されています。

３　精英樹特性表
　これまで選抜された精英樹は，その特性を検定する
ために試験地として次代検定林３２６箇所を設定し，定期
調査が行われています。
　今年度は，スギの次代検定林２０年次調査をまとめた
「東北育種基本区スギ精英樹特性表」が，東北育種場
のＨＰ等で公表されました。今後，いろいろな方面の
方々にも活用していただくことが期待されています。

４　育種種苗の普及
　基本区の各機関が連携した育種種苗の取り組みか
ら，育種種子の生産割合は，昭和６０年代初頭から，ほ

とんど１００％で推移しています（本誌１０ページ　４ 育種
種苗の生産と普及の項を参照）。

２　スギ雪害抵抗性品種の開発状況
　当基本区の西部育種区（秋田，山形，新潟県の国有
林と民有林）では，雪害（根元曲がり）に強い品種の
開発を行っています。これまでに多雪地帯から，３５５本
の抵抗性候補木が選抜されました。この候補木で構成
した採種（穂）園からの実生苗やさし木苗により，雪
害地帯に雪害抵抗性検定林を造成しています。検定林
では雪害地の造林に必要な根元曲がりの程度や成長等
が調査されています。平成１２年度には，この検定林の
調査結果に基づいて，雪害抵抗性品種として実生家系
１９品種，さし木クローン８品種を開発しました。
　さらに，平成２０年度には，新たに実生家系１０品種を
抵抗性品種として，平成２０年度新品種開発委員会への
申請が予定されています。
　また，雪害抵抗性候補木の中から特に根元曲がりが
少なく成長も良いことで選ばれた登録品種の「出羽の
雪１号，２号」は，東北はもとより，他の育種基本区に
おいてもさし木造林での普及が図られています。

３　ミニチュア採種園の造成状況
　当基本区では，こ
れまで述べた育種
成果の活用のため
に平成元年から事
業的な規模でミニ
チュア採種園の造
成が積極的に行な
われています。この
採種園は，畑地栽培
を基本とし，最新の

育種成果でクローン構成され，３〜４年後には優良種子
の生産が可能となります。
　現在，スギ精英樹や雪害抵抗性のほかヒバ精英樹ミ
ニチュア採種園の造成が進められています。また，最
近，早急に求められている花粉の少ないスギ品種の種
苗についても造成を進めています。
　平成１９年度末のスギミニチュア採種園の造成状況
は，４機関で２２箇所，４.６９ ha，ヒバミニチュア採種園で
は１機関で５箇所，０.３５ haが造成され，初期のミニチュ
ア採種園は，最新の育種成果によって更新が進められ
ています。

表  東北育種基本区の主な精英樹の選抜状況
単位：本

ブナヒバカラ
マツ

クロ
マツ

アカ
マツヒノキスギ樹種

（３５）
３５

（６３）
９３２７

（９）
２９

（６８）
１０１１５

（３４）
３８１東部

（１６）
１６

（５２）
５２ １

（９）
３１

（５７）
１００ ０

（８４）
３３３西部

（５１）
５１

（１１５）
１４５２８

（１８）
６０

（１２５）
２０１１５

（１１８）
７１４計

（　）は天然林選抜本数で内書き

写真　ミニチュア採種園
（青森県十和田ほ場内）
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３　結果と考察
　バーミキュライトとピートモスでのさし木結果を表
−２に示します。

　今回の結果では，モリオカシダレザクラ，十月サク
ラ，ベニシダレザクラ（平泉寺）において，前回の鹿
沼土に比べ発根している個体が多く見られました。特
にピートモスでは発根の良い傾向が得られました。ま
た，さし穂部位では，枝上部よりも枝下部のさし穂の
発根が良い結果となりま
した。しかし，難発根性
の品種では発根性の改善
は見られなかったため，
今後は，今回発根率の高
かった用土，さし穂部位
の使用を中心とし，さし
木時期を変更する等の検
討を行い，難発根性品種
の増殖に取り組んでいこ
うと考えています。

緑枝ざしによるサクラの増殖 第２報　

東北育種場　遺伝資源管理課　竹田　宣明

【育種トピックス】

１　はじめに
　春の訪れを告げるやわらかな花として，昔から日本
人にもっとも愛されてきた樹木の一つであるサクラに
ついて，以前から夏の緑枝ざしによるクローン増殖に
取り組んでいます。
　昨年度は，用土として鹿沼土を用いた緑枝ざしによる
さし木に取り組みましたが，結果はあまり芳しいもの
ではありませんでした（東北の林木育種No．１８６参照）。
そこで今回は，用土をバーミキュライトとピートモス
の２種類に替え，奥羽増殖保存園内にあるいくつかの
品種について，再度緑枝ざしによる増殖を行いました。

２　材料と方法
　用土として，バーミキュライトとピートモスを用い
ました。また，さし穂について，サクラの当年枝には
先端部の径がかなり細いものもあり，これが発根にも
影響があるのではないかと考え，今回，当年枝の先端
から２０ cmに調整したものを枝上部のさし穂とし，その
下部から２０ cmに調整したものを枝下部のさし穂とし
て２種類準備し，それぞれさし木を行い，発根率に違い
があるか併せて検証しました。
　７月２９日に採穂を行い，翌３０日にさし木を行いまし
た。さし穂がカビにやられることを防ぐため，さし付
け直前に昨年と同様，さし穂を殺菌剤に浸してからさ
し付ける方法を用いました。
　その時の材料と方法等を表−１に示します。

　その時の様子が次の写真−１です。 

表－１　さし木の材料と方法
奥 羽 増 殖 保 存 園 内採穂場所

モリオカシダレザクラ
十月サクラ
ベニシダレザクラ（平泉寺）
ベニシダレザクラ（半郷）
カスミザクラ

材料名

採穂し枝上部と枝下部それぞれを２０cmに調整後IBA４０
倍液剤に２４時間基部浸漬

前処理等

さし付け直前にさし穂を殺菌剤（水和剤）に１０秒浸漬し，
１系統当たり枝上部さし穂１２本・枝下部さし穂１２本の計
２４本とした。バーミキュライトとピートモスにそれぞれ
枝上部６本，枝下部６本の計１２本ずつをさし木

さし付け

温室内にて，育苗箱に各用土を敷いてさし木
灌水後ビニール袋で密閉し，育苗箱上に寒冷紗を掛け光
と温度を調節，時々灌水

さし木床等

写真－1

表－２　各用土でのさし木結果
ピートモスバーミキュライトさし穂

部　位品種名
発根率発根数本数発根率発根数本数
１７%１６ ０%０６枝上部モリオカ

シダレ ３３%２６１７%１６枝下部
８３%５６ ０%０６枝上部

十月サクラ
６７%４６８３%５６枝下部
３３%２６ ０%０６枝上部ベニシダレ

平泉寺 ５０%３６１７%１６枝下部
 ０%０６ ０%０６枝上部ベニシダレ

半　郷  ０%０６ ０%０６枝下部
 ０%０６ ０%０６枝上部

カスミザクラ
 ０%０６ ０%０６枝下部

写真－２　発根開花した十月ザクラ
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平成１９年度　林木育種事業の実施状況

【報　告】

１　育種素材の選抜
　平成１９年度は，東北地方等マツノザイセンチュウ抵
抗性育種事業で，国有林内では日本海側から７２本，民
有林では秋田県内から３０本，山形県内から４５本の計１４７
本の抵抗性クロマツ候補木が選抜されました。
　候補木は，松食い虫の激害地より健全な木を選んだ
もので，それらを増殖した苗木にマツノザイセンチュ
ウを人工的に強制接種し，抵抗性の強弱を調査してい
ます。
　その結果，平成１９年度は「山形（遊佐）クロマツ７２
号」の１品種が開発されました。
　また、アカマツにおいても岩手・新潟県内から計６
品種がマツノザイセンチュウ抵抗性品種として平成１９
年度に開発されました。
　多様な優良品種育成推進事業では，優良広葉樹とし
て，秋田県内の民有林からブナ、ケヤキ、クリ、イヌ
エンジュの４樹種から各１本の選抜がありました。
　選抜された広葉樹は順次，東北育種場へ送付するこ
とになっておりクローン保存を進めています。
　その一例としてケヤキのモデル採種林が挙げられ、
選抜地域を勘案したクローン構成の採種林造成を始め
ています（図−１）。

２　検定林の設定と調査
　検定林の設置箇所数には増減ありませんでした。
　新潟県では４０年次調査を目前とした検定林が出てき
ており、協議会等の場でその調査や管理について検討
がなされています。

３　採種園・採穂園の造成と管理
　採種園では，青森県でヒバのミニチュア採種園，秋
田県でスギ少花粉品種を試験導入したミニチュア採種
園が各１箇所造成された一方，東北森林管理局で種子
採取事業計画が無いことから、スギの精英樹採種園が
廃止となりました。
　これにより，平成１９年度末現在の採種（穂）園の現
況は以下のとおりとなりました（表−１）。

４　育種種苗の生産と普及
　育種種苗の生産量は，育種種子が４７８ kg，育種穂木
が１３万７千本，育種山行苗木が７７６万４千本でありどれ
も前年度比で１割以上多く生産されました（表−２）。

　広葉樹のみに着目すると，対前年度比で山行苗木が
１４２％，造林面積が１２８％と著しい伸びとなりました
が，その中で育種種苗が貢献しているのはほんの数％
のみに留まっており，今後，育種的観点からどのよう
に広葉樹の普及に貢献できるかを検討していかなけれ
ばなりません。

（東北育種場　連絡調整課　今野　敏彦）

　東北育種基本区における林木育種事業の取り組みは，森林管理局・県・東北育種場の各機関が連携を図りな
がら精力的に実施しています。平成１９年度の林木育種の実施状況を取りまとめましたのでご紹介します。

表−１　採種（穂）園の現況

合計面積
（ha）箇所数種　　類

面積（ha）箇所数

２２９.４５１１６
１６４.４７９３民有林

採種園
 ６４.９８２３国有林

 ２２.９７ ３３
 ２２.９７３３民有林

採穂園
 ０.００ ０国有林

表−２　育種種苗の生産量

育種割合※２（前年度比）生産量種　　類

 ９９％（１１７％） ４７８育種種子（kg）　

１００％（１１０％） １３７育種穂木（千本）

 ８１％（１１５％）７,７６４育種山行苗（千本）

 ９６％（１１５％）７,７３２主要造林樹種※１

※１　スギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツ，カラマツの５樹種で，
育種山行苗の内数。

※２　全生産量に占める育種種苗生産量の割合。

図−１　東北育種場内に造成したモデル採種林
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平成２０年度　林木育種推進東北地区技術部会

【報　告】

　１２月４，５日の両日，冬晴れのもと，東北育種場に
おいて平成２０年度林木育種推進東北地区技術部会が開
催されました。
　当部会は，東北育種基本区における林木育種に関す
る事業及び調査研究の効率的推進と相互の連携を図る
ことを目的とし，東北森林管理局，青森，岩手，宮城，
秋田，山形，新潟，福島の７県の林木育種担当者及び
東北育種場で構成されています。
　本年度の会議で主だった内容を以下に報告します。

１　マツノザイセンチュウ抵抗性育種事業
　マツノザイセンチュウ抵抗性二次検定の結果から，
本年度は合格個体がなかったことが東北育種場から説
明されました。
　現在，東北育種基本区（福島県含む）の二次検定合
格品種はアカマツ３６品種，クロマツ１２品種で，アカマ
ツは抵抗性採種園の造成が見込める状況ですが，クロ
マツは今後も精力的に選抜・検定を行う必要性が確認
されました。
　また，西日本産のマツノザイセンチュウ抵抗性品種
を植栽した機関からの情報提供，林野庁からの委託事
業「抵抗性品種等緊急対策事業」の取り組みについて
説明があり，クロマツを重点に平成２０年度から東北育
種場と県が共同で品種の開発を進めていくこととなり
ました。

２　雪害抵抗性品種の開発
　昭和４５年度から西部育種区の重要課題として進めら
れてきた雪害抵抗性育種事業の検定結果がまとめら
れ、東北育種場から各機関に選抜基準と解析データが
示されて議論されました。
　その結果，実生家系１０品種について新品種開発委員
会に申請することで了承されました。

３　成長・材質の優れた新品種の開発
　東北育種場から，スギ精英樹特性表について２０年次
の評価値に最低二乗推定値を付加し，また，材質特性

も全精英樹の８割超の解析結果と評価値を追加した内
容の説明がありました。
　新潟県からは検定林調査データを活用した精英樹の
成長予測について紹介され，今後蓄積されていく検定
林調査データが新潟県の林業に貢献できることを期待
したいとの説明がありました。　
４　花粉症対策品種の普及
　これまでに開発された２１品種の各県における普及状
況について東北育種場から説明があり，また，花粉の
少ないスギ品種の着花調査について各県の状況が報告
されました。今後，ミニチュア採種園での普及を図る
ため，育種場と県が連携して既存の実生検定林におけ
る花粉の少ないスギ品種の着花状況調査を進めること
が改めて確認されました。　
５　広葉樹優良形質品種の開発
　東北育種場から，国有林・県で選抜された広葉樹優
良形質候補木の選抜・保存状況が説明され，未保存個
体の収集と送付の要請がありました。
　また，各機関から広葉樹の増殖方法について通常の
つぎ木のほか，「夏つぎ」や組織培養，台木を現地まで
持って行き採穂直後につぎ木を行う手法など実作業に
即した情報提供があり，採穂時期や現地から穂木の輸
送方法について情報交換が行われました。　
６　情報提供　

　東北育種場か
ら，種子充実率
調査の効率化を
図るために作成
した調査器具の
使用説明及び実
演，また，福島
県からはブナ高
齢木のさし木増
殖に関する情報

提供があり，クローン増殖が難しいとされる樹種だけ
に関心を呼びました。
　その後，各県における無花粉スギ苗木の供給に対す
る考え方等について情報交換が行われました。　
７　個別打合せ
　東北育種場の職員が分野ごとに分れ，各機関におけ
る事業・研究実行上の問題点や，今後の進め方につい
て打合せが行われました。

（東北育種場 連絡調整課　大城　浩司）

技術部会議事

種子充実率調査器具の使用説明
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日本農林規格（JAS）の定義によると，「集成材
とは挽き板または小角材を，その繊維方向を

互いにほぼ平行にして，厚さ，幅および長さ方向に
集成接着した一般材」とされています。ラミナと呼
ばれる薄い板材を人工乾燥し，ラミナ同士をフィン
ガージョイントと呼ばれる方法で縦方向に繋ぎま

す。そして，この縦方向に接合された複数のラミナ
を接着剤により貼り合わせることにより集成材が製
造されます。

集成材は従来から用いられている無垢材と比べ
て様々なメリットがあるため，近年では建材

として多く利用されています。例えば，間伐材のよ
うな小径木からでも大きな断面を持つ構造材が製造
でき，また，カラマツのように強度の大きい樹種や
品種の木材を用いることにより製品の材質改良も行
えます。

東北の林木育種　№1８９
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（東北育種場 育種課　宮下　智弘）

カラマツの天然分布の北限は宮城県の蔵王山系
であり，これより北には天然カラマツは生育

していないとされています。それにもかかわらず，
蔵王山系よりもはるか北に位置する岩手県や北海道
にカラマツは導入され，立派に成林しています。先
人が木材生産のためカラマツを造林用樹種として選
択し，成林の期待をこめて植栽した先見には感服す
るばかりです。

カラマツは特に寒い地域での成長が非常に良
く，岩手県滝沢村にある東北育種場の育種素

材保存園においても良い成長を示しています。カラ
マツは成長量だけでなく，樹形が通直であることや
木材強度が優れるなど，造林あるいは木材利用上の
長所が多数あるのですが，他の林業用針葉樹と比べ
て木材がねじれやすいという大きな欠点もありま
す。
 

このねじれるという木材利用上の大きな欠点の
ため，カラマツ材は敬遠され，木材価格が低

迷した時期がありました。しかし，木材加工技術の

進歩によって集成材がさかんに製造されるように
なってから，カラマツ材が再び注目を集めています。

　（東北育種場 育種課　宮下　智弘）

か ら ま つ
【カラマツ】 マツ科カラマツ属に分類される落葉針葉樹名

しゅうせいざい 
【集成材】

挽き板または小角材の繊維方向を互いにほ
ぼ平行にして集成接着した一般材名

写真−2　カラマツ集成材

写真−1　カラマツ（東北育種場育種素材保存園）
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